
江・浅井三姉妹博覧会情報

皿 越

衛
Ｐヽ

Ч

十、
♂

騎 冷将
'か
i.I・
β勝

氏       メ

代むブ  iVII lψ l、 ゴ
:・ 違義とI― 饒

纂 uァ

常 ィ)

＼.)箪 〆、い !

ψ―…Ⅲ イゝ

小谷会場

Iitl浮プ
F、

り
「華舞台」

ⅢⅢ為

7

ヽ

ノ .`

生▼,(

で長浜歴ドラ隊が定期公演やつてるよ～

春風が〕い地良いく野外特設ステージ 「華舞台」で繰り広げられるの

は、浅井氏の歴史を現代風にアレンジした寸劇と浅井三姉妹をテーマ

とした J― POP調 の歌と扇子を使った現代風舞踊です。笑いあり '

涙ありの長浜歴ドラ隊によるショーをご堪能ください。

【上演スケジュール】
期  間 :12月 4日 (日 )までの毎週土。日曜日、祝日
開始時間 :①¬¬時～ ②¬4時～

★1日 2回公演 ☆上演時間は30分
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江姫・茶々姫・初姫などの博覧会認定キャラの他、
のぶさま・らんまる君といつた子どもからお年寄り
まで皆に愛されるゆるキヤラ達が、博覧会小谷会
場・浅井会場に集結しフアンとの交流を楽しみまし
た。ゆるキャラ達は、東北地方太平洋沖地震被災地
への義援金募集にも一役かい、この日だけでおよそ
9万円の義援金が集まりました。

「江・浅井三姉妹博覧会」の入場者数が 10万人に
達しました。 10万人目となつたのは、石川県小松

醍う♭異委昂品蕊序ををな写く
末
丁δを i、 蛮写ネ仕峯

せです。」と喜びのコメントを述べられていました。
木田さんには、記念品としてガラスで作られたお雛
様などが贈られました。
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固江・浅井三姉妹博覧会実行委員会 (金 63-5341)

12月4日 (日)まで

歴
ド
ラ
隊
日
記

口
■

博
覧
会
を
露
り
上
げ
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
結
成
さ
れ
た

長
浜
歴
ド
ラ
隊
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
博
覧
会
の
こ
と

な
ら
何
で
も
こ
い
の
彼
女
た
ち
に
よ
る
日
記
で
す
。

思
わ
ぬ
一裏
話
が
間
け
る
か
も

，
・
・
。

普
様

こ
ん
に
ち
は
。

土́
崇
歴
ド
ラ
泳

の
江
に

ご
ざ

い
文
す
。

「江

・
残
井
二
姉
妹
博
究
△
こ

も

逮
口
大
変
娠
わ

っ
て
お
り
、

こ
れ
も
普
様

の
お

桧
と
惑
謝

い
た
し
て
お
り
女
す
。

と
て
歴
ド
ラ

泳
日
記

の
記
念
す
べ
と
第

一
ロ
ロ
を
み
、

江
が

書
か
せ
て
い
た
だ
と
文
す
る
。

今

回
は
、
戎
ら
長
承
歴
ド
ラ
泳

の
早
駕
亀
を

皆
様

に
ご
紹
介
と
せ
て
い
た
だ
と
文
す
。　
こ
の

早
駕
宅
は
、

ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
琺
賀
様

の

ご
厚
意

に
よ
り
燕
績
養
与
を
受
け
た
、
太
変
大

切
な
も
の
で
ご
ざ

い
文
す
。

名
前
も

つ
い
て
い
る
の
で
す
よ
。　
そ
の
名
は

「は
や
て
」。　
そ
う
、
太
河
ド
ラ
マ
の
中

に
も
参

場
し
た
み
の
変
島
の
名
と
一
堵
で
ご
ざ

い
文
す
。

「は
や
て
」

に
は
、
長
崇
市
が
広
或
合
併
す

る
前

の
各
町
の
花

と
、
み
た
ち
歳
井
二
錆
妹

の

４
の
象
徴
と
し
て
、
リ
ボ
ン
が
誠
に
美
し
く
幸

や
か
に
描
か
れ
て
お
り
女
す
る
。
安
子
ら
し
く

彩
ら
れ
た́

「は
や
て
」

に

乗
り
、
我
ら
，長
崇
歴
ド
ラ

踪
は
各
口
を
駆
け
抜
け
て

参
り
大
す
。

も
し

「は
や

て
」

を
え
か
け
ら
れ
表
し

た
り
、　
や
と
し
く
撫

で
て

く
だ
と

い
文
せ
。
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吉保利古墳群
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▲古保利古墳群分布図

国指定史跡

こ   ほ   り

「古保利吉煩群」
平成15年 8月 27日指定

高月町西野・熊野・片山・西阿閉地先

↓
古
保
利
古
墳
群
全
景

（葛
籠
尾
崎
よ
り
望
む
）

湖     (塩 淳湾 )〓
曝

古
保
利
古
墳
群
は
び
わ
湖
の
最
北

端
、
塩
津
湾
に
面
す

・る
低
く
細
長
い

山
上
に
あ
る
大
規
模
私
古
墳
群
で
す
。

ち
な
み
に

「古
保
利
」
と
い
う
名
称

は
旧
古
保
利
村
か
ら
名
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

古
墳
の
総
数
は
現
在
１
３
２
基
で

古
墳
時
代
初
頭

（
１
８
０
０
年
前
）

～
終
末
期

（１
４
０
０
年
前
）
に
造

ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
約

３
飾
に
わ
た

っ
て
自
然
地
形
に
し
た

が

っ
て
列
状
に
南
北
方
向
に
並
ん
で

い
る
こ
と
、
び
わ
湖
に
直
面
す
る
山

上
に
立
地
す
る
こ
と
、
長
さ
に
わ
た

っ
て
造
り
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

特
色
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
前
方
後

円
墳

。
前
方
後
方
墳

。
円
墳

・
方
墳

と
い
っ
た
基
本
的
な
形
の
古
墳
が
全

て
揃

っ
て
い
ま
す
。
特
に
有
力

（首

長
）
墓
と
考
え
ら
れ
る
前
方
後
円

墳

。
前
方
後
方
墳
が
現
状
で
各
８
基
、

計
１６
基
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
墳

の
中
で
最
も
少
な
い
形
の
前
方
後
方

墳
が
多

い
点
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

円
墳
と
方
墳
は
そ
れ
ぞ
れ
７９
基

。
３７

基
あ
り，
ま
す
。
、ヽ

ま
た
、
こ
の
古
墳
群
周
辺
に
は
前

方
後
方
墳
大
森

・
姫
塚
古
墳
、
前
方

後
円
墳
若
宮
山
古
墳
、
石
棺
が
納
め

ら
れ
た
松
尾
宮
山
１
号
墳
な
ど
有
力

な
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
古

墳
時
代

（１
８
０
０
年
前
～
１
４
０

０
年
前
）

の
そ
れ
ぞ
れ

の
時
期

の

様
々
な
形
を
し
た
有
力
な
古
墳
が
集

中
し
、
あ
た
か
も
古
墳
の
野
外
博
物

館
の
よ
う
な
地
域
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
古
墳
群
の
様
子
に

加
え
て
、
前
方
後
円
墳
と
前
方
後
方

墳
が
隣
り
合

っ
て
い
る
地
点
が
あ
る

こ
と
、
湖
か
ら
し
か
見
え
な
い
古
墳

が
あ
る
こ
と
な
ど
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。古
保
利
古
墳
群
が
あ
る
山
上
か
ら

は
び
わ
湖
と
平
野
部
が
眼
下
に
望
む

こ
と
が
で
き
、
湖
北

一
帯
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
湖
東

・
湖
西
方
面
も
遠
望

で
き
ま
す
。
あ
ま
り
高
く
な
い
山
上

で
す
が
、
た
い
へ
ん
景
色
の
よ
い
地

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
古
墳
群

環
ど
わ
湖
周
遊
自
然
歩
道
、

の
辺
の
道

（賤
ヶ
岳
か
ら
山

|  , す
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I       高時川

位置図
Ｉ

赳

Ｆ

キ

ー

内

に

近
江
本
山
ま
で
）
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

季
節

の
よ
い
時
期
に
ゆ

っ
く
り
と
遊

歩
道
を
歩
き
な
が
ら
自
然
と
古
墳
を

満
喫
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
な

お
、
古
墳
群

へ
の
登
り
口
は
分
布
図

の
▲
の
と
こ
ろ
で
す
。
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ギがはまの丈イと再才
市ハには、国や県、すが指定 した文化請が

キラ星のごとくた りた軽いています。 このコ
ーナーでは、429作

巌
ある文化貯の中か ら代

表

"な
ものをシリーズで紹介 します。
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